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平成２０年次都道府県別子牛取引頭数及び平均取引価格（黒毛和種） 取引頭数が1,000頭以上の都道府県

前年次頭数
今年次頭数

・全国平均で価格は約８万円の低下、頭数は約７千頭増加。
・県別順位は、価格では兵庫県が、頭数では鹿児島県が第1位。　
・宮崎県は価格（８位）、頭数（2位）（取引頭数1,000頭以上の26市場中）
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　東臼杵郡市畜産農業協同組合
連合会主催の３月期子牛郡共進
会が平成21年２月20日に開催さ
れました。東臼杵郡の共進会で
は各部門の等級とは別に、もっ
とも牛の調教が出来ていた出品
者１名に対して、調教賞を授与
しています。その栄えある調教
賞に並み居るベテランを押しの
け、諸塚村の佐藤大晃君（10歳）
が輝きました。
　大晃君と愛牛『たふみ』号の
コンビは、２月９日に開催され
た諸塚村の村品評会で見事優等
賞となり、諸塚村の代表として
郡共進会に参加しました。
　郡共進会では雌子牛47頭の出

品があり、『たふみ』号は雌子牛の部の1等賞を受
賞しました。調教賞の部門では、去勢子牛23頭を
含む計70頭の出品があった中で、非常に堂々と牛
を立てた大晃君は、最終候補４名に選ばれました。
　大晃君と『たふみ』号は他の出品者、参観者、
取材に来ていた記者の目を引き、審査の最中にも
かかわらず、周りにたくさんの人が集まり、また
記者からの取材攻勢となっていました。大晃君は
取材の受け答え方も、牛の保定同様落ち着いて
堂々と対応していました。
　大晃君は共進会最後の調教賞を選定する審査の
場においても、牛を何回も引き出したにもかかわ
らず、疲れた様子も無く、一生懸命に『たふみ』
号を立てようと頑張っていました。その想いが伝
わったのか『たふみ』号も最高の姿勢で立ってお
り、その息の合った姿が審査委員の目を引き、最
終候補４名の中から見事調教賞を受賞しました。

　調教賞を受賞し、大晃君は「調教賞の受賞はと
てもうれしいです。牛が少し暴れたけど楽しかっ
た。これからも頑張って牛のお世話をしたい。」
と力強く語ってくれました。
　大晃君の勇姿に祖父の俊光さんは目に涙を浮か
べ喜びを隠せない様子でした。父の喜代光さんも
「良い経験になったと思う。」と話してくれました。
　共進会の場に牛を引き出し、長時間にわたって
牛を立てることは、大人であってもプレッシャー
を感じる大変なことであると思います。大晃君と
『たふみ』号の人牛一体となり息の合った姿の背
景には、共進会に向けて努力をしてきたこと、日
ごろから牛と一緒に生活している中での牛に対す
る想いがあったからではないかと思います。
　宮崎牛の期待の後継者として、大晃君の今後の
更なる活躍を期待せずにはいられない共進会とな
りました。アッパレ大晃君！！


